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入院患児を持つ家族の生活の変化について
1はじめに
　小児にとって、家族はもっとも身近な存在である。
また、小児の健康問題やそれにともなう入院は、家族
に多大な影響を与えることから家族アセスメントを的
確に行うことが重要になる。1）家族は小児の入院に伴
い生活の変化を余儀なくされ、様々な影響をうける。
私達は日々家族と接しているなかで、児の入院によっ
て家族は多くの不安を抱えていると感じ、兄弟や家庭
生活へも影響を与えていると考えた。
　このような家族が健康を維持できるよう看護者は家
族に対しても適切なケアを行っていかなければならな
い。そこで今回、私達は実際に小児の入院に伴いその
家族の生活はどのように変化しているのか、家族は何
を求めているのかについて調査したのでここに報告す
る。
II研究方法
1．調査期間：2004年10月25日～11月20日
2．調査方法：記述式を含む選択式質問紙法
3．調査対象：東京医科大学病院小児病棟に入院して
　　　　　　4日以上経過した患児の母親60名
4．分析方法：調査項目別に集計し、自由回答で得ら
　　　　　　れたものは類似性に従いカテゴリー化
5．倫理的配慮：質問紙は無記名とし、回収箱を設置
　　　　　　　した。なお、個人情報の流出はないこ
　　　　　　　と、調査による治療への影響はなく、
　　　　　　　回答の途中で中断することも可能で
　　　　　　　あることを質問紙に記載した。質問
　　　　　　　紙は病院長の承諾を得て使用した。
皿結果
回収41名、回収率67．2％
1．属性
患児の年齢　　　　　　　入院手段
0歳 8名
1歳 10名
2歳 7名
3歳 3名
4歳 2名
5歳 2名
6歳 1名
7～10歳 1名
11歳以上 6名
未記入 1名
予約入院
緊急入院
8名
33名
入院日数
3～5日 15名
6～10日 15名
11～20日4名
21日以上 6名
未記入 1名
入院回数
　key　word　小児看護　家族　きょうだい
10階西　○柴山宏美　桑森恵美　中山美奈
初回 30名
2～5回 7名
6～10回 2名
11回以上 1謎
謎記入 1名
2．生活について
　　「生活のリズムに変化はありましたか」という質
　問に対し、回答者全員が「変化があった」と答えた。
　変化した内容としては「食事を作る時間がなくな
　つた」「食事の時間が遅くなった」など食事に関す
　ることが最も多く、それに次いで、睡眠に関するこ
　と、子供に関すること、家事に関することの回答が
　あった。（図1参照）
　　「入院前ユ5時～19時の時間に何をして過ごして
　いましたか」という質問に対しては「家事」と答え
　たのが34名（82．9％）と最も多く、「育児」と答えた
　人が15名（36．5％）、「仕事」と回答した人は10名
　（24．3％）であった。
　　「家族の役割に変化がありましたか」という質問
　に対し、「変化があった」と答えたのは23名（56．0％）、
　「変化がない」と答えたのは18名（43．9％）であった。
　（図2参照）「実母・義母に家事や子供の世話を頼
　んでいる」などの実母・義母が家事や育児を負担
　しているという回答が12名で、変化があったと答
　えた中の52．1％が回答していた。また、夫が家事や
　育児を負担するようになったという回答も多かっ
　た。
　　「家事などで家族の協力を得られますか」という
　質問に対し、「得られる」と回答したのは32名
　（78．0％）、「得られない」と回答したのは9名（21．9％）
　であった。協力を得られるのは実母・義母が最も
　多く、次いで夫が多く、子ども・友人の回答も少数
　あった。
図1　どのような生活のリズムの変化がありましたか
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図2　家族の役割の変化
変化なし
　440／o
変化あり
　560／o
図
図3　家事で家族の協力を得られますか
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図4　どなたの協力を得られますか
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　「面会中にきょうだいの世話を頼める人はいま
すか」の質問に対し、「いる」と回答したのは！9
名（90．4％〉、「いない」と回答したのは1名（4．7％）、
無回答が1名（4．7％）であった。（図7参照）「い
る」という回答では「実母・義母」、「夫」、「友人」
の順で多かった。（図8参照）また、「いない」と
回答した人の対処としては「一一一人で留守番させる」
があった。
図7　面会中にきょうだいの世話を
　　　頼める人はいますか
いない　　　　　　　未記入
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3．きょうだいについて
　　きょうだいのいる家族21名田、「きょうだいの精
　神面や発達に変化はありましたか」の質問に対し
　「変化あり」と回答したのは18名（85．7％）、「変化な
　し」と回答したのは3名（14．2％）であった。（図5参
　照）変化の内容として「甘えるようになった」が最
　も多く、「よく泣くようになった」「退行現象が現れ
　た」「わがままになった」「かんしゃくをおこすよう
　になった」「怯えるようになった」などの回答があ
　つた。（図6参照）
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図5　きょうだいの精神面や発達の変化はありましたか
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　「面会中にきょうだいを預ける施設があります
か」の質問に対し、「ある」と回答したのは7名
（33．3％）、「なし」と回答したのは14名（66．6％）で
あった。（図8参照）預ける施設としては幼稚園（延
長保育）、託児所、保育園などがあげられている。
図9　面会中にきょうだいを預ける施設はありますか
ない
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4．仕事について
　　仕事をしている人は14名（全体の34．1％）であ
　り、「仕事に影響はありますか」の質問に対し「影
　響あり」と回答した人は14名（100％）であった。
　内容としては「時間が不規則になった」「早退・中
　抜けしなければならなくなった」と回答した人が
　8名（57．1％）、「休暇をとらなければならなくなつ
　た」と回答した入が6名（42．8％）、「集中して仕事
　ができない」と回答した人は1名（7．1％）であっ
　た。
5．ストレスについて
　　　「お子様の入院によりストレスを感じていま
　すか」という質問に対し、「感じている」と回答し
　た人は29名（70．7％）、「感じていない」と回答した
　人は11名（26．8％）無回答1名（2．5％）であった。
　（図10参照）ストレスの原因として「子どもと過ご
　す時間がへったから」、「仕事があり、思うように
　面会ができない」などがあげられている。
　　　「ストレスをどのように解消していますか」と
　いう質問に対し、解消法として「家族や知人に相
　談ずる」「趣味やスポーツをする」「とにかく寝る」
　「子どもの状態を把握する」などの回答があった。
　また、「我慢している」、「ストレス解消法がない」
　という回答もあった。（図11参照）
図10　ストレスを感じていますか
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図11　ストレスの解消法
Isr考察
1．生活について
　　今回の結果では子供が入院した母親の全員が
　生活のリズムに変化があると感じていることが
　明らかとなった。家事、特に食事についてリズム
　が変化したと感じている。これは、面会時間は15
　時から19時であり、多くの家庭では夕食の準備の
　時間であるためと考えられる。このことは入院前
　の15時から19時までの過ごし方で「家事」と回答
　した人が最も多かったことと一致している。
　　家族の役割は約半数以上の母親に変化があっ
　たと答えており、8割近い母親が家事などで家族
　の協力を得られていると答えた。多くの母親が家
　事や育児で実母・義母、夫の協力を得られており、
　面会に来ることによる負担は軽減できているの
　ではないかと考えられる。しかし、きょうだいの
　いる場合は約9割の母親が家族の役割に変化が
　あったと答えており、きょうだいのいない場合は
　約8割が家族の役割に変化がなかった答え、大き
　な差が見られた。このことより病院に面会に来る
　母親にとって育児は大きな負担であり、家族の協
　力を必要としていると考えられる。今回の結果で
　は多くの母親が家族の協力を得られている。しか
　し、今後ますます核家族化が進むなかで、家族の
　協力を得ることは難しくなっていく。子どもが入
　遷したことで負担の増大している母親に対して
　援助を行なっていくことは看護師の重要な役割
　である。
2．きょうだいについて
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　「周囲に悩みを相談できる人はいますか」とい
う質問に対しては、回答者全員が「いる」と答え
た。相談相手としては「実母・義母」と答えた人
が36名（87．8％）、「夫」が27名（65．8％）、「友人」が
19名（46．3％）、「自分のきょうだい」が13名
（31．7％）他に実父・親戚などの少数回答もあっ
た。
　生活や面会のため母親と接する時間が減るこ
とにより不安やストレスを抱えやすい状態にあ
ることが考えられる。回答でもあるように不安や
ストレスを言葉で表せない分「甘え」や「退行現
象」といったようなかたちで表出している。母親
は入院中の子どものことに心身ともに費やすた
め、これらのきょうだいの変化を見逃さないよう
に援助していく必要がある。面会中のきょうだい
の世話については約9割の母親が頼める人がいる
と答えている。多くの母親が実母・義母や夫に頼
むことが出来ると回答している。近年、父親の育
児参加が注目され、夫の協力を得ることは出来る
ようになってきている。しかし、育児において母
親の担う役割はやはり大きく、すべてを抱え込ま
ぬよう周囲の人たちのサポートをうけ、入院児と
そのきょうだいとの関係を保っていくことが重
要である。
3．仕事について
　　仕事をしているすべての母親が仕事への影響
　があると答えており、就労時間や休暇に関する影
　響が多かった。仕事をしている母親は、普段から
　面会時間は仕事をしていることが多く、仕事をし
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　ていない母親に比べて、家事や育児への影響は少
　ないと考えられる。しかし、仕事をしている母親
　は早退、休暇により仕事が遅れるなどの仕事上の
　ストレスや、周囲の人に迷惑をかけているのでは
　ないかという人間関係の悩みを持ちやすいと考
　えられる。また、仕事により面会に来ることが難
　しく、子どもと接する時間が少なくなる。これら
　のことより仕事をしている母親も看護師や周囲
　の人の援助を必要としていると考えた。
4．ストレスについて
　　面会時間の制限や家事育児の時間のズレ、不眠
　など様々な要因により、母親全体のうち約7割が
　ストレスを感じており、誰かに相談することや、
　趣味をすることなどで約6割の人が、ストレス解
　消できていると答えている。その反面、約3割の人
　がストレスに対し我慢するしかない、ストレス解
　消法がないと答えているのが現状であり、簡単に
　解消することのできない難しい問題と思われる。
　これらのことより入院における不安についてな
　ど母親に対しこちらから積極的に働きかけてい
　く必要があると考えられる。
Vおわりに
　子どもが入院したことで、家族は生活の変化を余儀
なくされている。そんな生活を送る中で、ストレスを
感じている母親は多い。母親の担う役割は大きく、母
親をサポートする周りの人たちの協力が必要不可欠で
ある。そのため、小児看護を行なっていくうえで、家族
全体を視野に入れた関わりを持つことが重要となる。
また、毎日面会に来る母親や家族の精神面・生活背景
を理解した上で、貴重な面会時間をよりょく過ごせる
よう配慮が必要となる。
　今回はアンケート期間が短く、対象数も少なかった
ため、十分な結果が得られなかった。また、今回は調査
だけにとどまったが、今後対象数を増やし、家族が看
護師に対して何を求めているのか、具体的な援助内容
はどのようなものかを明確にしていく必要があると考
えた。
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